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諸般の報告 

（１）第４回｢いばらき米の極み頂上コンテスト｣の開催について 

 

○ 美味しさを極めたいばらきのお米を選ぶ「第４回いばらき米の極み頂上コンテス

ト」を開催し、県全域から出品された 99 点の中から最優秀賞が決定。 

 

＜参考１＞ レギュラー部門の最終審査結果 

順位 賞名 生産者名 市町村 品種 

１位 ローズドール賞（最優秀賞） 土屋 勉 大子町 ゆうだい 21 

２位 アルエット賞（優秀賞） 谷田部 晃功 大子町 ゆうだい 21 

３位 プリューネ賞（優良賞） 盛田 守 城里町 ゆうだい 21 

＜参考２＞ 有機米部門の最終審査結果 

順位 賞名 生産者名 市町村 品種 

１位 ビオ・ローズドール賞（最優秀賞） 広瀬 吉和 石岡市 コシヒカリ 

２位 ビオ・アルエット賞（優秀賞） 大野 満雄 稲敷市 コシヒカリ 

３位 ビオ・プリューネ賞（優良賞） 藤井 弘文 石岡市 コシヒカリ 

・審 査 方 法 ：機器分析による１次審査、２次審査を経て、レギュラー部門６点、

有機部門４点について、審査員による最終審査を実施 

・最終審査会 ：令和６年 11 月 26 日(火) 水戸京成ホテル 

・審 査 員 ：水戸京成ホテル総料理長、５ツ星お米マイスター、 

炊飯器メーカーの食味担当者等 

 

  

表彰式での記念撮影（レギュラー部門） 表彰式での記念撮影（有機米部門） 
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諸般の報告 

（２）令和６年度本県産米の状況について 

 

○ 農林水産省が公表した９月 30 日時点における令和６年産米の検査結果につい

て、本県産米の１等米比率は、主食用米品種の合計となる「水稲うるち玄米」では

56.5％、県で主に作付けされる「コシヒカリ」では 49.5％となり、猛暑により低迷

した前年並みとなった。 

○ 一方、高温下においても影響を受けにくいとされている「にじのきらめき」では

76.0％、「ふくまる」では 75.7％となり、「コシヒカリ」と比べると品質の低下が

抑えられている。 

 

 

（３）全国ほしいもグランプリ２０２５の開催について 

 
○ 昨年制定した１月 10 日「ほしいもの日」に、日本一美味しいほしいもを決定する

「全国ほしいもグランプリ２０２５」を開催。 

 

【目的】 

全国各地で生産される「ほしいも」の中から品質分析と食味評価により日本一

美味しいほしいもを選定するとともに、ほしいもの魅力を消費者に対して PR し、

さらなる消費拡大を図ることを目的とする。 

 

【日時・場所】 

  令和７年１月 10 日（金）「ほしいもの日」 

  水戸プラザホテル 

 

【入賞商品の取扱いについて】 

入賞商品のうち本県産の商品について、都内百貨店等にて販促ＰＲを実施する。 
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諸般の報告 

（４）茨城県産しらす、霞ヶ浦産しらうおのブランド化について 

 

（茨城県産しらす） 

○ 本県は、しらすの漁獲量が全国第５位（令和４年）、しらす干しの生産量が全国第

６位（令和４年）と全国屈指のしらす産地であるが、主な流通先である首都圏での

認知度は低い。 

○ 茨城県産しらすの認知度向上と販路拡大を図るため、本年 10 月２日、県独自の厳

格な基準に基づき生産された最高鮮度の製品を「常陸乃国しらす」と命名し、新た

なブランドを立ち上げ。 

○ 10 月 16 日から 11 月５日には、首都圏高級百貨店で開催された茨城県フェアにお

いて「常陸乃国しらす」のしらす干し・釜揚げを販売したところ、販売店から品質

に対する高い評価を受け、継続的な取引に至っている。 

○ 今後も、新たに「常陸乃国しらす」の生産に取り組む漁業者・水産加工業者を支援

するとともに、茨城県産しらすの認知度向上に向けた取組を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

（霞ヶ浦産しらうお） 

○ 霞ヶ浦北浦では、近年、わかさぎ等の主要魚種の資源が減少していることから、限

りある資源を有効に活用するため、高付加価値化による収益性向上が課題。 

○ 霞ヶ浦産しらうおの高付加価値化のため、本年 11 月６日に、県と霞ヶ浦漁協が共

同開発した品質保持技術を用いて生産した最高品質の製品を「霞ヶ浦 暁のしらうお」

と命名し、新たなブランドを立ち上げ。 

○ 「霞ヶ浦 暁のしらうお」は、漁獲直後のしらうお本来の美しい透明感と歯ごたえ

ある食感を維持した生食可能な凍結品で、11 月 21 日から県内外の高級飲食店向け

の販売を開始。 

○ 今後も、「霞ヶ浦 暁のしらうお」の販路拡大を進めるとともに、霞ヶ浦北浦のしら

うお全体のブランド力の向上に取り組む。 
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諸般の報告 

（５）新ブランド「常陸乃国まさば」の流通試験について 

 

○ 県では、養殖産業の創出に向け、令和４年から那珂湊漁港に網いけすを設置し、遠

隔地からの魚や水温等の確認及び給餌調整にＩＣＴを活用したマサバの養殖実証を

実施してきたところ。 

○ 昨年度、養殖したマサバの流通試験を初めて実施した結果、消費者の８割以上から

「満足」との高い評価を得る一方、飲食店からは「もっと見栄えのする大きいサイズ

で提供してほしい」との要望があった。 

○ 今年度の養殖技術開発では、高水温期の給餌方法等を工夫することで成長が改善さ

れ、12 月には 350ｇサイズ（昨年比 110％）となる見込み。 

○ 養殖まさばのブランド化を図るため「常陸乃国まさば」という新ブランド名を 11

月 26 日に発表するとともに、12 月 20 日から実施する「流通試験」では、複数回にわ

たって 41 店舗に提供し PR する予定。 

○ 今後も、「常陸乃国まさば」の新たな名物としての定着と養殖の商業化に向けた取

組を推進していく。 

 

（参考）『常陸乃国まさば』ブランド基準等 

コンセプト 生食を推奨できるマサバ 

ブランド基準 

① 本県で養殖されたマサバであること 

② 人工種苗由来であること 

③ 人工餌料で育成されたこと 
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諸般の報告 

（６）常陸国天然まがもの取組について 

  

○ 本県は、全国一のレンコン産地だが、全国有数のマガモの飛来地でもあるため、カ

モの食害によるレンコンの被害額が約１億４千７百万円（令和５年度）にのぼるなど、

鳥獣被害対策が課題となっている。 

○ 一方、網猟で捕獲したマガモは、希少な高級食材として料理人や食通から注目され

ていたが、本県は捕獲者が少なく時期や数も限られることから、流通が一部にとどま

っていた。 

○ 県では、レンコンの鳥獣被害対策と、新たな特産品としての販売を併せた取組とし

て、昨年 11 月、狩猟期間（11 月 15 日～２月 15 日）に網猟で捕獲したマガモを「常

陸国天然まがも」と名付け、利活用を推進している。 

○ 今年度は、この希少なマガモを活用して、本県への誘客につなげるため、県内高級

飲食店での、常陸国天然まがもフェアを開催。（12 月１日～２月 15 日） 

○ 引き続き、捕獲者の確保をはじめとしたマガモの供給体制の確立に努めるとともに、

料理人や食に関心の高い方へのＰＲを通して、茨城の新たな冬の味覚としての認知度

向上を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常陸国天然まがもフェアチラシ 
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諸般の報告 

（７）茨城県植物園等のリニューアルについて 

 

○ 県植物園や県民の森等については、民間アイデアを活用し、魅力あふれる施設へ

の一新を図るため、「緑に遊び、緑に包まれて眠る、日本初の泊まれる体験型植物

園」を基本コンセプトにリニューアルに取り組んでいる。 

○ リニューアルにあたっては、実施設計・工事及びその後の運営を一体的に行う事

業者（株式会社ボタラシアンリゾート）と本年６月 20 日に実施設計・工事に係る契

約を締結。 

○ 維持管理・運営を行う指定管理者については、令和６年度末をもって指定期間が

満了するため、10 月 24 日に指定管理者選定委員会において審査を行い、株式会社

ボタラシアンリゾートを指定管理者候補者として選定し、今定例会に指定管理者の

指定の議案を提出した（指定期間：令和７年４月から令和27年３月までの20年間）。 

○ また、リニューアルに伴い、施設利用料金（上限額）の追加等を行うため、今定

例会に茨城県自然観察施設の設置及び管理に関する条例の一部改正の議案を提出し

た。 

○ リニューアルオープンの時期については、資材価格等の高騰が続いており、資材

や工法を見直したことにより、設計に時間を要したことなどから、令和７年 11 月に

延期した。 

 

茨城県植物園等のリニューアルスケジュール 

時  期 内     容 

令和６年12月 
県議会第４回定例会に「指定管理者の指定」に係る議案及び「茨城県自然観

察施設の設置及び管理に関する条例の一部改正」の議案を提出 

令和７年４月 指定管理者による維持管理・運営の開始（指定期間 20年間） 

    11月 リニューアルオープン 
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条 例 （案） の 概 要 

 
農林水産部 林政課  

条例の名称 
茨城県自然観察施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例【一部改正】 
１ 改正の理由・根拠 茨城県植物園等のリニューアルに伴い施設及び利用料金につい

て、所要の改正をしようとするもの。 
２ 改正の目的 茨城県植物園等のリニューアルに伴い施設及び利用料金（上限

額）の追加、利用料金（上限額）の改正を行う。 
３ 背景・必要性 施設の老朽化等により利用者数が減少していることから、県内外

から集客できる魅力あふれる施設としてリニューアルし、採算性の

向上を図る必要がある。 

４ 内 容 主な改正の内容 

（１）施設の追加（有料のもの） 

 ○茨城県植物園 

コテージ、グランピング施設、温浴施設及びバーベキュー施設 

 ○茨城県民の森 

アクティビティ施設（ﾂﾘｰｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ、AR ｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ） 

（２）利用料金（上限額）の追加 

 ○茨城県植物園   

施設の区分 利用料金(上限額) 

コテージ  (5 ﾀｲﾌﾟ) 23,100 円～37,400 円(※) 

グランピング施設(2 ﾀｲﾌﾟ) 25,300 円、28,600 円(※) 

温浴施設 1 日 1 人につき 3,300 円   

バーベキュー施設  1 日 1 人につき 2,750 円   

※ ２人以上で宿泊する場合の１人１泊当たりの料金（小学生・幼児

は６～７割程度の料金、３歳未満は無料） 

※ １人で宿泊する場合は２倍の額が上限 

※ 繁忙期等は 1.3 倍の額が上限 

 ○茨城県民の森 

施設の区分 利用料金（上限額） 

アクティビティ

施設 

ツリーアドベンチャー １人１回につき 4,950 円 

ＡＲシューティング １人１回につき 1,650 円 

※ 繁忙期等は 1.3 倍の額が上限 

（３）利用料金（上限額）の改定 

 ○茨城県植物園 

  利用料金（入園料） 大人個人 320 円 → 廃止 

  研修室  1 日 3,050 円 → 4,900 円、半日 1,530 円 → 2,500 円 

５ 効果・影響 茨城県植物園の入園無料化等により、利用者の利便性の向上を図

るとともに、宿泊利用料金等の追加・改定により、採算性が向上し、

持続可能な施設として運営できる。 
６ 施行日 規則に委任 

７ 参考事項  
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提出議案（条例は除く）の概要 

 
農林水産部 林政課 

議案の名称 

 指定管理者の指定について 

（茨城県民の森・茨城県植物園・茨城県森のカルチャーセンター 

・茨城県きのこ博士館） 

１ 予 算 額 － 
 

２ 現況・課題  茨城県民の森等は、平成 18 年４月から指定管理者制度を導入してお

り、県民が自然に親しみつつ、休養し、自然に関して学習する場として

利用されている。 

 

３ 必要性 

・ねらい 

 令和６年度末をもって指定期間が満了する施設について、令和７年度

以降の指定管理者の指定を行うとともに、債務負担行為限度額を定めよ

うとするもの。 

 

４ 内  容 

  

（１）指定の内容 

①施設名 

茨城県民の森等 

（茨城県民の森、茨城県植物園、茨城県森のカルチャーセンター、 

茨城県きのこ博士館） 

 ②指定管理者候補 

  株式会社ボタラシアンリゾート 

③指定期間 

令和７年４月１日から令和 27 年３月 31 日（20 年間） 

（２）選定方法 

   非公募 

※ 令和６年５月に、公募型プロポーザル方式により実施設計、工事及び 

その後の運営を一体的に行う事業者として選定した優先交渉権者（株式 

会社ボタラシアンリゾート）を対象として、指定管理者選定委員会を行い 

選定したため、非公募としている。 

（３）債務負担行為の内容 

①限度額 

335,057 千円（うち R7：111,057 千円） 

②期間 

 令和７年度から令和 11 年度（５年間） 

 
５ 参考事項 

  

令和６年５月：当該施設の指定管理に係る優先交渉権者の選定 

６月：第２回定例会において手続きの報告（常任委員会） 

 10 月 ：指定管理者候補者の選定（選定委員会の開催） 

 12 月 ：第４回定例会における指定管理者の指定の議決（予定） 

 令和７年４月 ：次期指定管理者による管理運営開始 
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参考 

茨城県民の森等の指定管理者候補者の選定結果について 

 
農林水産部 林政課 

（℡029-301-4021） 

 
茨城県民の森等（茨城県民の森、茨城県植物園、茨城県森のカルチャーセンター及び

茨城県きのこ博士館）の管理につきまして、下記のとおり指定管理者候補者を選定いた

しました。 
 今後開催される県議会第４回定例会において指定の議決を経て、茨城県民の森等の指

定管理者に指定します。 
なお、下記の指定管理者候補者による指定管理は、令和７年４月１日から実施する予

定です。 
 

記 
１ 指定管理者 

候補者 
株式会社ボタラシアンリゾート 

２ 指定期間 令和７年４月１日から令和２７年３月３１日までの２０年間 
３ 応募団体数 候補者を含めて１団体 
４ 選定方法  
 (1) 選定委員

会委員数 

外部委員：３名 
県側委員：２名  合計：５名 

 (2) 選定方法  選定委員会において、プレゼンテーション、事業計画書等審査 

 (3) 選定基準  
選定基準 審 査 項 目 配点 

１  県民の平等利

用の確保 
・平等利用の確保に関する考え方・取組み 

5 

２  施設効用の最

大限の発揮 
・目的・性格の理解度 
・施設の維持管理に関する考え方・取組み 
・施設の運営に関する考え方・取組み 
・施設目的に沿った積極的かつ新たな事業 
・利用拡大を図るための取組み 

50 

３  経費の適切な

管理 
・収支計画の内容 

5 

４  安定した管理

を行う物的・人

的能力 

・安定的な経営基盤 
・組織体制 
・当該施設の管理運営に係る人員配置 
・業務に必要な組織や類似施設における実績 
・利用者の安全確保に関する考え方・取組み 
・関係法令等の遵守に関する考え方・取組み 
・個人情報の保護に関する考え方・取組み 

40 

  100 点 
 

５ 選定理由  選定委員会において上記選定基準に基づき審査した結果、以下の点が評価され、

株式会社ボタラシアンリゾートを指定管理者候補者として選定しました。 
 ・事業計画書の内容に具体性があり、利用拡大を図るための取組などにより、採

算性を向上させ持続可能な運営を行うことができると評価された。 
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